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目的・背景 

廃水処理業界で渇望されている低コスト・ローテクノロジーからプラント対応までを可能とする高機能な新規微生物製剤

の開発を目指す。具体的には、oil in water (o/w)エマルションのオイル相に、有機溶媒中で増殖できる炭化水素分解菌

であるRhodococcus属細菌を、空間的位置を制御して配置した微生物製剤を開発する。そのため、超音波処理機を用い

て平均粒径、平均細胞密度の違う各種o/wエマルション溶液を作製し、その炭化水素分解活性を検討する。最適条件を

導き出した後、続いて、廃油を対象とした試験プラントを利用し、その効果を検討し、実用化を目指す。 

R. erythropolis PR4 

原理・方法 
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結果・まとめ 

 本研究では、中小企業や国外の排水処理プラントでの使用を対象とした、low technologyで応用可能な、環境負荷の少
ない即効性のある高性能な微生物製剤およびその製造ストラテジーを開発することを試みた。その結果、アルカン分解菌
複合培養乳化溶液を添加した場合、PR4単独条件より分解に必要な期間が短縮され、最速3日間でアルカン類を分解でき
ることから、今後の実用化が期待される。 


